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申請者は, この抗体産生における M少の役割を次のような方法を用いて解析した｡ 実験動物にはマウ
スを用い,抗原としてほウシ血清アルブミン (BSA)を使用した｡この抗原の性状としてほ,(1)BSAを
生理的食塩水に溶解させた溶液状 BSA(sBSA という), (2)BSA を70℃ で5分間処理した熱変性凝集




先ず各抗原形の免疫原性を比較すると,粒子状抗原の間では AILBSA の方が HA-BSA より強い反応
を示し,sBSAでは トレランス原として働 くことが明らかとなった｡次に 131Ⅰで標識した BSA より作成
した各抗原形を投与して,抗原の血流中の貯留度を調べる実験と,invitroで培養した M少による各抗
原の取 り込みおよびその後の放出の時間的経過を分析する実験とを行なった結果,M少に捕捉され易さの





















ては,溶液状のもの (SBSA),熱変性させたもの (IiA-BSA), ミョウバン沈澱させたもの (Ap-BSA)の
3種類を研究対象として比較検討した｡
結果は,著明なものを整理して列挙すると次のようになる｡(1)免疫原性は抗原の性状によって明白な強
弱があり,AP-1BSA>HA～BSA>,sBSA の順であり,S-BSA は トレランス原として作用するo(2)M少に
免疫原性は,M中一Ap -BSA>M¢-sBSA>M¢-HAIBSA となる.(4)M恒 こよる消化のされ易さの順序
は,HA-BSA>sBSA>Ap-BSA であって,従って M中内の貯留度はこの道の順序になる｡(5)M9日こよっ
て放出される抗原断片には免疫原性はなく,M少に結合した形でのみ免疫原性が認められる｡
申請者は, 以上の実験事実を考察して,抗原が免疫原として作用するか トレランス原として作用する
か,すなわち免疫反応の正と負の方向付けを決定するのは, 抗原が M少によって捕捉され易いか否かに
依存すること,しかし,M少に高能率に捕捉され,急速に消化分解を受ける抗原はかえって免疫原性が低
く,M恒 こ捕捉されるが消化分解されにくい抗原が高い免疫原性を示すこと,を結論的に示している｡
申請者の研究は,抗体産生における M卓の役割について,M少の抗原捕捉と消化分解という二段階を
区別して捕え,この問題における従来の漠然とした考えに対して,かなり明白な解答を与えたものとして
評価できる内容である｡
よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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